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空気環境（空気質と風速）の測定

１．空気環境

空気環境

├─　空気質（汚染物質（二酸化炭素，一酸化炭素，化学物質，粉塵，臭気・・・・）

└─　空気の流れ（気流，換気，通風・・・・）

今回は，

空気質として，化学物質（特に，揮発性有機物質（Volatile Organic Compound））の濃度の測定

空気の流れとして，室内の風速分布の測定

を行う予定である。

２．シックハウス症候群

　新築の住宅，リフォームした住まい，また職場が新しいビルに引っ越したとたん，室内に入ると気

分が悪くなる，だるい，のどが痛い，咳がでるなどの体調の変調を訴えることで問題視されている，

比較的新しい病気のこと。屋外では，原因となる化学物質と接触しないために体調は良くなる。つま

り，シックハウス症候群は室内環境汚染によって発症する。

注）化学物質過敏症＝「かなり大量の化学物質に接触した後，または微量な化学物質に長期に接触し

た後で，非常に微量な化学物質に再接触した場合にでてくる不愉快な症状」のこと。

＜背景＞

１）室内において有害な化学物質が増加したこと。

２）換気量が減少したこと。

３）化学物質に反応しやすい人が増えたこと。

＜有害な化学物質＞

　ホルムアルデヒド

　トルエン

　キシレン

　バラジクロロベンゼン

　可塑剤（プラスチックに柔軟性を与えるもの，フタル酸エステル類）

　木材保存剤，防蟻剤などの家庭内農薬類（有機リン系薬剤など）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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３．測定計画

　11月14日（水）に，設備システム実験室にて，次のように測定を行う予定です。

４限日　揮発性有機物質の測定

５限目　室内気流分布の測定

　特に，４限日の揮発性有機物質の測定の際には，実験室の扉を開けることができませんので，遅れ

ないように，実験室前の廊下に集合してください。全員が集合後，速やかに入室し，測定を開始しま

す。

　※秒針のついた時計を持参のこと。

※※持っている人は，関数電卓を持参のこと。

４．揮発性有機物賃の濃度の測定

　配付資料の33～39ページ参照。（出典：室内空気中化学物質の室内濃度指針値及び標準的測定方

法について（平成12年６月30日）（生衛発第1093号）（各都道府県知事・各政令市市長・各特別区

区長あて厚生省生活衛生局長通知））

１）エアーサンプラーと検知管を用いる方法で，測定を行う。

２）当日の朝もしくは前日に，30分間換気をした後，５時間以上，部屋を密閉し，その後測定を開

始する．

３）エアーサンプラーは３台あるので，３つの班に分かれて，ホルムアルデヒド，トルエン，p-ジ

クロロペンセンの測定を，それぞれの班で行う。

４）エアーサンプラーの電源投入後，検知管吸引時間を下記のように設定する。

ホルムアルデヒド検知管： 30分間

トルエン検知管： 20分間

p-ジクロロペンセン検知管： 15分間

５）アンプルカッターで，検知管と反応管の両端をカットし，下図のようにエアーサンプラーの吸い

込み口に接続する。検知管の吸い込み口が，床上1.2mになるように伸縮アダプターを調整する。

図　ホルムアルデヒド検知管の接続
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図　トルエン検知管の接続

図　p-ジクロロペンセン検知管の接続

６）測定開始後，速やかに，流量調整つまみで，下記のように吸引流量をあわせる。

ホルムアルデヒド検知管： 300ml

トルエン検知管： 200ml

p-ジクロロペンセン検知管： 200ml

７）測定終了後，検知管を読みとり，同時に測定した室内の平均気温により補正を行う（ただし，ト

ルエン検知管については補正の必要なし。）。

表　ホルムアルデヒド検知管の温度補正

表　p-ジクロロペンセン検知管の温度補正

８）配布資料34ページの労働厚生省の基準値に照らし合わせて，評価する。
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図　エアーサンプラー

①ヒューズボックス

②検知管取付口

③伸縮アダプターホルダー

　持ち運び，収納時の伸縮アダプターの固定に使用。

④伸縮アダプター

　高い位置（約0.5～1m）での測定時に伸ばして使用。

⑤排気ロ

⑥電瀕スイッチ

　電源を「入」にすると流量センサの電源が入る。

⑦表示パネル

　各LEDと連動して各種情報を表示する。LEDは以下のことを示している。

⑧スタート／ストップスイッチ

　測定の開始，途中停止，リセット（1.5秒以上押し続ける）または，設定モードの中止等

に使用。

⑨表示切替スイッチ

　表示パネルの表示切替，設定モード時のモードの切替に使用。

⑩設定スイッチ

　設定モードの起動，設定値の記憶（設定モード起動時に1.5秒以上押し続ける）に使用。

⑪数値桁移動スイッチ

　数値入力の際入力桁の移動に使用。押すたびに右の桁から左の桁に移動。



居住環境調整工学実験（第５～７回目）［水曜日・14:30～17:40・設備システム実験室］

2001.11.7，11.14，11.21

環境共生学部・居住環境学専攻

講師・辻原万規彦

⑫数値変更スイッチ

　数値入力に使用。押すたびに数値が大きくなる。

⑬流量調整ツマミ

　測定，捕集時の流量調整に使用（右回し：閉，左回し：開）。

⑭電源コード接続口

５．室内気流分布の測定

　配付資料の40～44ページ（出典：『建築環境工学実験用教材　I　環境測定演習編』（日本建築学

会編，日本建築学会，1982年３月，￥1,890，ISBN：4-8189-0150-4））を参照。

　今回は，熱線式風速計（配付資料の45ページを参照。）を用いて，測定を行う。

１）部屋の寸法を測り，家具の配置などを確認し，平面図を作成できるようにする。

実験室平面図
：測定点

２）上図の様に，測定点を決める。

３）風速計のセンサ部分が床上高さ1.1mになるように，三脚を用いて固定する。

４）30秒間の平均値（設定方法は，配付資料の46ページを参照。）を，30秒おきに５回読みとり，

５個のデー夕を平均した値を，その測定点の風速とする。

５）配付資料42ページのように，水平気流分布を描く。
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６）気流に関する評価基準としては，下記のものがある。

　「建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令」（昭和45年10月12日）（政令第304号）

第二条　法第四条第一項の政令で定める基準は，次のとおりとする。

一　空気環境の調整は，次に掲げるところによること。

イ　中央管理方式の空気調和設備（空気を浄化し，その温度，混度及び流量を調節して供給

（排出を含む。以下この号において同じ。）をすることができる設備をいう。）を設けてい

る場合は，居室における次の表の各号の上欄に掲げる事項がおおむね当該各号の下欄に掲げ

る基準に適合するように空気を浄化し，その温度，湿度又は流量を調節して供給をすること。

六　気流　0.5メートル毎秒以下

補足：熱式風速計の測定原理（配付資料47ページを参照。）

　　　センサーの指向性（配付資料47ページを参照。）

６．参考文献

１）『シックハウス事典』（日本建築学会編，技報堂出版，2001年９月，￥2,310，ISBN：4-

7655-2456-6）〔所蔵なし〕

２）『室内空気汚染のメカニズム』（池田耕一，鹿島出版会，1992年９月，￥2,520，ISBN：4-

306-03259-0）〔開架２，519.3¦¦I 32，0000236095〕

３）『室内空気汚染の原因と対策』（池田耕一，日刊工業新聞社，1998年11月，￥3,780，ISBN：

4-526-04276-6）〔開架２，519.3¦¦I 32，0000236549〕

４）『講談社現代新書1412　室内化学汚染一シックハウスの常識と対策一』（田辺新一著，講談社，

1998年7月，￥672，ISBN：4-06-149412-0）〔住環境，080¦¦49¦¦1412，0000247133〕

５）『建築環境工学実験用教材　I　環境測定演習編』（日本建築学会編，日本建築学会，1982年３

月，￥1,890，ISBN：4-8189-0150-4）〔開架２，525.1¦¦Ke 41¦¦1，0000249209〕

６）『わかりやすい空気環境の知識』（健康住宅推進協議会編，オーム社，1998年８月，

￥1,680，ISBN：4-274-10223-8）〔開架２，528.2¦¦Ke 45，0000250322〕

７．参考URL

１）講義資料のダウンロード（http://www.pu-kumamoto.ac.jp/̃m-tsuji/kougi.html/

jikkenn.html/kyojikkenn.html）

２）厚生労働省法令等データベース（http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/）

３）住まい方や冷暖房・換気方式が異なる全国の各地での化学物質汚染に関するデータベース

　（AFoDAS／AVoDASデータベースシステム）（http://afodas.iph.go.jp/）
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４）日本建築学会室内化学物質空気汚染調査研究委員会（http://news-sv.aij.or.jp/iapoc/

IAPOC.htm）

５）（財）住宅保証機構室内ホルムアルデヒド濃度簡易計測サービス事業（http://

www.ohw.or.jp/frame/formu.html）

質問・レポートの提出先は，

辻原研究室（環境共生学部棟旧棟（生活科学部棟）４階）まで

（電話：096-383-2929（内線492），E-mail：m-tsuji@pu-kumamoto.ac.jp）

もしくは，

平川助手室（環境共生学部棟旧棟（生活科学部棟）４階）まで

（電話：096-383-2929（内線481），E-mail：hirakawa@pu-kumamoto.ac.jp）
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室内空気中化学物質の室内濃度指針値及び標準的測定方法について

（平成12年６月30日）

（生衛発第1093号）

（各都道府県知事・各政令市市長・各特別区区長あて厚生省生活衛生局長通知）

　近年，住宅の高気密化や化学物質を放散する建材・内装材の使用等により，新築・改築後の住宅や

ビルにおいて，化学物質による室内空気汚染等により，居住者等の様々な体調不良が生じていること

が指摘されている。症状が多様で，症状発生の仕組みをはじめ，未解明な部分も多く，また様々な複

合要因が考えられることから，「シックハウス症候群」と呼ばれている。

　厚生省では，平成９年６月に「快適で健康的な住宅に関する検討会議」小委員会報告により，ホル

ムアルデヒドの室内濃度指針値を設定したほか，「快適で健康的な住宅に関するガイドライン」の作

成，室内空気汚染の実態調査，研究の推進など，この問題に取り組んできたところである。

　現在，関係省庁と連携して，シックハウス対策の総合的な推進に取り組んでいるところであるが，

今般，「シックハウス（室内空気汚染）問題に関する検討会」（座長：林　裕造　前北里大学客員教

授）の中間報告を踏まえ，左記のとおり，室内空気化学物質の室内濃度指針値及び標準的な測定方法

を定めたので，各都道府県，政令市，特別区におかれては，建築物衛生その他の生活衛生対策の推進

に活用するとともに，市町村，関係団体，住民等への周知を図るようお願いする。

　また，保健所及び地方衛生研究所において，シックハウス症候群及び室内空気汚染の問題に関する

相談及び測定等の体制の充実に努めていただくよう，特にお願い申し上げる。

　なお，今後，その他の個々の揮発性有機化合物の室内濃度指針値の策定，総揮発性有機化合物

（TVOC）の指針値の策定，簡易測定法を含め目的に応じた測定方法の目録作成と検証，保健所・地

方衛生研究所における測定・相談マニュアルの作成などを行うこととしていることを申し添える。

１　室内濃度指針値について

　左表の４物質の室内濃度指針値は，それぞれ同表に示すとおりとする。

　これらの物質は，実態調査の結果，一部の家屋で非常に高い汚染が認められたことを受けて，最初

の指針値策定の対象として選定したものである。

　このうち，ホルムアルデヒドの指針値は，30分平均値としての数値であり，短期間の暴露によっ

て起こる毒性を指標として策定したものであるのに対し，トルエン，キシレン，バラジクロルベンゼ

ンの指針値は，長期間の暴露によって起こる毒性を指標として策定したものである。

　また，この指針値は，原則として，全ての室内空間を対象とするものである。住宅以外の空間への

適用の在り方については，引き続き検討することとしているが，オフィスビル，病院等の医療機関，

福祉施設，学校等の教育施設，官公庁施設，車両等，比較的長時間にわたって居する可能性のある空

間への適用も考慮することが望まれる。工場その他の特殊な化学物質発生源のある室内空間は，別途

検討されることが必要である。

　なお，この指針値は，現状において入手可能な科学的知見に基づき設定された値であり，今後新た

な知見や，国際的な評価作業の進捗を踏まえ，必要があれば変更され得るものである。
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揮発性有機化合物 　　室内濃度指針値※ 　　　　指針値の毒性指標

ホルムアルデヒド 100μℊ/m3（0.08ppm） ヒト暴露における鼻咽頭粘膜への刺激

トルエン 260μℊ/m3（0.07ppm） ヒト暴露における神経行動機能及び生殖発生へ

の影響

キシレン 870μℊ/m3（0.20ppm） 妊娠ラット暴露における出生児の中枢神経系発

達への影響

バラジクロロ 240μℊ/m3（0.04ppm） ピーグル犬暴露における肝臓及び腎臓等への影

ベンゼン 響

※両単位の換算は，25度の場合による

ホルムアルデヒドの指針値の設定の根拠は，別添１参殿。

トルエン，キシレン及びバラジクロルベンゼンの指針値の設定の根拠は，別添２参照。

（別添３）

室内空気中化学物質の採取方法と測定方法

　これは，室内空気中化学物質の標準的な採取方法と測定方法を示したものである。

　室内空気中化学物質は，ホルムアルデヒド，及びトルエン，o-，p-，m-キシレン，p-ジクロロベ

ンゼン等の揮発性有機化合物を対象とする。また，その採取は新築住宅（入居前，改築後等生活行為

の行われていない住宅）と居住住宅を対象とし，それぞれに条件を設定する。

　新築住宅における室内空気中化学物質の測定は，室内空気中の揮発性有機化合物の最大濃度を推定

するためのもので，30分換気後に対象室内を５時間以上密閉し，その後槻ね30分間採取の濃度

（μℊ/m3）で表す（注１）。採取の時刻は揮発性有機化合物濃度の日変動で最大となると予想され

る午後２時～３時頃に設定することが望ましい。居住住宅における室内空気中化学物質の測定は，居

住，平常時における揮発性有機化合物の存在量や暴露量を推定するためのもので，24時間採取の濃

度（μℊ/m3）で表す。

　空気試料の採取場所は，居間，寝室の２カ所，および室外１カ所の計３カ所とする（注２）。室内

濃度の値は居間あるいは寝室における高い室内の値を記載し，評価の対象とする。

　ホルムアルデヒドは，DNPH誘導体化固相吸着／溶媒抽出 - 高速液体クロマトグラフ法によるも

のとする。

　揮発性有機化合物は，固相吸着／溶媒抽出法，固相吸着／加熱脱着法及び容器採取法とガスクロマ

トグラフ／質量分析法の組み合わせによるものとする。

　スクリーニングの目的で簡易な方法を用いる場合には，当該条件により化学物質濃度の過小評価が

行われないよう配慮すると共に，ガイドラインに適合しているか否かの最終的判断は，設定された標

準的な条件により行うよう留意すべきである。また，同等以上の信頼性が確保できる条件であれば，

設定した標準的な条件に代えて用いても差し支えない。
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１．試料採取方法

　本法は，室内空気中のホルムアルデヒド，及びトルエン，o-，p-，m-キシレン，p-ジクロロベン

ゼン等の揮発性有機化合物の採取方法を示したものである。

　室内空気中化学物質の採取で対象とする住宅は，新築住宅と居住住宅とを区別して採取する。新築

住宅における室内空気中化学物質の測定は，室内空気中の揮発性有機化合物の最大濃度を推定するた

めのもので，30分換気後に対象室内を５時間以上密閉し，その後槻ね30分間採取の濃度（μℊ/m3）

で表す（注１）。採取の時刻は揮発性有機化合物濃度の日変動で最大となると予想される午後２時～

３時頃に設定することが望ましい。居住住宅における室内空気中化学物質の測定は，居住，平常の生

活条件下における揮発性有機化合物の存在量や暴露量を推定するためもので，24時間採取における

濃度（μℊ/m3）で表す。

　室外の空気についても室内と同様の条件で並行して採取する（注２）。

１．１　新築住宅

　入居前，改築後等の生活行為が行われていない住宅内における換気後の密閉5時間以上後における

空気試料を採取する条件を示すものである（注３）。

　改築した住宅も，新築住宅と同様の採取方法で評価する。ただし，家具等からの対象化合物の放散

が多い場合も考えられるので，その発生については考慮する（注４）。

１．１．１　試料採取場所の選定

　試料採取は，室内では居間，寝室，および住宅の外気の各１カ所の計３カ所を試料採取場所として

設定する。室内にあっては，部屋の中央付近の少なくとも壁から１m以上離した高さ1.2～1.5mの位

置を試料採取位置として設定する。外気の試料採取は外壁及び空調給排気口から２m～５m離した，

室内の測定高さと同等の高さの所を試料採取位置として設定する（室外においてこの条件を満たすこ

とが困難である場合は，適宜設定しても良いが，その場合は結果に外気の測定位置を特定できるよう

に明確に記載すること。）。

１．１．２　室内空気試料採取の条件

（１）居室の常時換気システムを有しない住宅（注５）

１）換気：試料採取にあたっては，対象家屋の窓，扉，建具，備え付け品の扉等の全てを開き，30

分間換気を行う。

２）密閉状態の確保：換気後，外気に面した窓及び扉等の開口部を閉鎖し，5時間以上この状態を維

持させる。この場合，建具は開放する。また，キッチンの戸棚，クローゼット等の備え付け品の

扉も開放する。小窓等の換気口は閉めることとする（注６）。

３）試料の採取：密閉後に所定の流量で槻ね30分間試料空気をそれぞれの採取方法に従って採取す

る。原則としてそれぞれ２回ずつ採取する（注７）。

　以下に，試料採取における試験計画の時間的経過の例を示す。

　　　　　　　試料採取（14:30－）←５時間以上閉鎖（～9:30－14:30）←換気（～9:30）
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（２）居室の常時換気システムを有する住宅（注８）

　居室の常時換気システムを有する住宅にあっては，次の方法による。

１）換気：試料採取にあたっては，対象家屋の窓，扉，建具，備え付け品の扉等の全てを開き，30

分間換気を行う。

２）密閉状態の確保：換気後，外気に面した窓及び扉等の開口部を閉鎖し，換気システムを稼動させ

た状態を５時間以上維持させる。この場合，建具は開放する。また，キッチンの戸棚，クローゼッ

ト等の備え付け品の扉も開放する。小窓等の換気口は閉めることとする（ただし換気システムの

機能のため必要なものを除く。）。

３）試料の採取：密閉後に所定の流量で槻ね30分間試料空気をそれぞれの採取方法に従って採取す

る。その他は居室の常時換気システムを有しない住宅の場合と同じ。

１．１．３　記録事項

　空気試料の採取にあたっては次の点を記録する。

（１）建物種別　戸建：構造（木造，２×４，木質プレハブ，鉄骨プレハブ，RC，その他）

　　　　　　　　階数（平屋，２階建，３階建，その他）

　　　　　　　　集合：階建，階部分

（２）規模１階（m2），２階（m2），３階（m2），延面積（m2）

（３）建築年数　竣工年月日，引渡し年月日

（４）改修の有無　有　無

改修時期（年月日）可能な限り

家具購入時期（年月日）可能な限り

　試料採取日の気温，湿度は同時に計測する。結果には最低限，採取時の気温，混度の平均値を記載

する。これに影響を与える可能性のある雨戸，カーテン等の使用状況についても記載する。

　また，換気量の測定が可能な場合，これを測定する。

　その他，天候，建物及び住宅環境，化学物質発生が懸念される情報を記載する。

　測定結果については個々の値と各採取場所における平均値をそれぞれ記載する。

　揮発性有機化合物を測定した場合，後掲の３種の方法のいずれで行ったのかを記載する。

１．１．４　試料の採取

　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の空気試料は祇ね30分間，所定の場所でそれぞれ２回ず

つ採取を行う（注９）。

（1）ホルムアルデヒドの試料の採取

　ホルムアルデヒドの試料採取の項に従って，室内２カ所，外気１カ所について２回ずつ採取する。

同時にトラベルブランクも同様に持ち運ぶ（注10）。

（2）揮発性有機化合物の試料の採取

　揮発性有機化合物の試料の採取は，固相吸着／溶媒抽出法，固相吸着／加熱脱着法及び容器採取法

における各々の試料採取の項の何れかの方法に従って，室内2カ所，外気1カ所についてそれぞれ２

回ずつ採取する。
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１．２　居住住宅

　居住状態（日常生活状態）における化学物質濃度を把握する為の試料採取方法である。

　測定対象の室，試料採取場所は新築と同じとする。試料採取は所定の流量で室内外とも24時間連

続採取する。原則として所定の場所でそれぞれ２回ずつ採取を行う。

１．２．１採取場所の選定

　試料採取は，室内では居間，痩室，および住宅の外気の各１カ所を試料採取場所として設定する。

室内にあっては，部屋の中央付近の少なくとも壁から１m以上離した高さ1.2～1.5m位置を試料採取

位置として設定する。外気の試料採取は外壁及び空調給排気口から２m～５m離した室内の測定高さ

と同等の高さの所を試料採取位置として設定する（室外においてこの条件を満たすことが困難である

場合は，適宜設定しても良いが，その場合は結果に外気の測定位置を特定できるように明確に記載す

ること。）。

１．２．２　室内空気試料採取の条件

　居室の常時換気システムを有する住宅，有しない住宅のいずれにおいても日常生活における状態で

の空気を採取する。

　試料採取開始時刻は任意に設定し，24時間採取する。

１．２．３　記録事項

（１）住宅に係わる項目

　空気試料の採取にあたっては次の住宅に係わる項目を記録する。

１）建物種別　戸建：構造（木造，２×４，木質プレハブ，鉄骨プレハブ，RC，その他）

　　　　　　　階数（平屋，２階建，３階建，その他）

　　　　　　　集合：階建，階部分

２）規模１階（m2），２階（m2），３階（m2），延面積（m2）

３）建築年数　竣工年月日，引漬し年月日

４）改修の有無　有　無

改修時期（年月日）可能な限り

家具購入時期（年月日）可能な限り

（２）測定時間の生活状況に係わる項目

　測定時間における生活状況について次の項目を記録する。

１）１日の窓の総開放時間

２）１日の換気扇の総使用時間

３）１日の暖房器具の総使用時間

４）暖房器具の種別（石油ストーブ，石油ファンヒーター，FF型石油ストーブ，ガスストーブ，ガ

スファンヒーター，FF型ガスストーブ，電気ストーブ，床暖房，その他）
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５）１日のエアコン，クーラーの総使用時間

６）１日の喫煙本数

７）芳香剤の使用状況

８）スプレー等の使用状況

９）殺虫剤・防虫剤の使用状況

10）調理の状況（ガスコンロ，電気コンロの使用時間等）

11）防蟻処理を行ったか否か

12）室内の温度，湿度（日平均値，最高，最低）

13）天候

14）その他，室内濃度に影響を与える各種環境因子や生活行為等を可能な限り記載する。

　測定結果については個々の値と各採取場所における平均値をそれぞれ記載する。

１．２．４　試料の採取

　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の空気試料は24時間，所定の場所においてそれぞれ２回

ずつ採取を行う（注11）。

（１）ホルムアルデヒドの試料の採取

　ホルムアルデヒドの試料採取の項に従って，室内２カ所，外気１カ所について２回ずつ採取する。

同時にトラベルブランクも同様に持ち運ぶ（注10）。

（２）揮発性有機化合物の試料の採取

　揮発性有機化合物の試料の採取は，固相吸着／溶媒抽出法，固相吸着／加熱脱着法及び容器採取法

における各々の試料採取の項の何れかの方法に従って室内２カ所，外気１カ所についてそれぞれ２回

ずつ採取する。

注１：換気回数が極端に少ない住宅の場合には，5時間の密閉後でも揮発性有機化合物の室内濃度が

最大に至らない場合もある。

注２：室外の値は，室外の汚染の有無を確認するものであって，室内濃度から差し引くものではない。

注３：原則として生活行為はない状態とする。帝望する場合は，現在使用している，または過去に使

用していた住宅についてもこの条件で採取を行うこともできるが，その場合は採取中生活行為

を行うことは出来ない。

注４：家具等が多く存在する場合は，改築前の状況を把握しておくのが望ましい。

注５：居室の常時換気システムには，トイレ換気扇，洛室換気扇，レンジフード等の連続換気を原則

としない局所換気システムは含まない。

注６：小窓等のパッシブ型の換気システムは原則的には閉めて試料採取する。パッシブ型の常時換気

システムは自然条件の影響を受けることが多いので，本件で使用を認める換気システムは，強

制換気システムと同等の性能を有する場合例外的に設定できることとする。
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注７：試料採取中の配管の外れ　その他のミスを考慮し，同一試料を２回ずつ採取する。同時に２重

測定（n＝２）の意味を持たせる。測定値平均とそれぞれの測定値との間に±15％以上の開き

がある場合には，原則として欠測扱いとし，再度試料採取を行う。

注８：常時の計画機械換気を指す。24時間の連続運転が確保できるもので，間歌的に運転される局

所換気はこれに含まれない。

注９：試料採取中に配管の外れ　その他のミスを考慮し，同一試料を２回ずつ採取する。原則として

平行して採取することが望ましいが，30分づつ２回連続して採取した場合も同じ操作と解釈し

てもよい。測定値平均とそれぞれの測定値との間に±15％以上の開きがある場合には，原則と

して欠測扱いとし，再度試料採取を行う。

注10：室内と室外空気における化学物質の種類と量は異なるので，ホルムアルデヒドの試料の採取

にあたっては，異なる器具を用いてもよい。室外にはオゾンが多く存在するので捕集管の前に

オゾンスクラバーを装着してもよい。室内でもオゾンの発生が疑われる場合は装着してもよい。

いずれの場合も使用の際には湿度を考慮する必要がある。

注11：試料採取中の配管の外れ　その他のミスを考慮し，同一試料を２回ずつ採取し，同時に２重

測定（n＝２）の意味を持たせる。測定値平均とそれぞれの測定値との間に±15％以上の開き

がある場合には，原則として欠測扱いとし，再度試料採取を行う。

２．ホルムアルデヒドの測定方法

（略）

３．トルエン，o-，p--，ｍ-キシレン及びp--ジクロロベンゼン等揮発性有機化合物の測定方法

（略）
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